
「町田市公共施設等総合管理計画（基本計画）」及び「町田市公共施設再編計画」の改定の骨子（イメージ） 

 

目
指
す
姿 

 

   

 公共施設 都市インフラ施設 

基
本
方
針 

 

１ 施設総量の圧縮 施設集約、.施設の複合化・多機能化 

２ ライフサイクルコストの縮減 維持管理費用の削減、施設の長寿命化 

３ 官民連携によるサービス向上 市民・地域連携、PPP/PFI の導入、他自治体との連携 

４ 既存資源の有効活用 市有財産の戦略的活用、人の交流や公益的サービスを創出する場づくりへの支援 

５ 安全・安心な施設管理 ユニバーサルデザイン化、脱炭素化、耐震化、安全確保、点検・診断等 
 

 

１ 安全・安心 の確保を最優先 

とした維持管理 
予防保全型の維持管理、点検・診断等 

２ 維持管理の徹底した効率化 

と財政負担の平準化 

長寿命化、効率的な施設点検、アセットマネジメント計画に基づく計画的 

更新等 

 

   

機
能
別
方
針 

 
 

庁舎窓口 集会 図書館・生涯学習 学校関連 

子ども・子育て 高齢者福祉 障がい福祉 保健医療 

文化・芸術 スポーツ 防災 公園 

産業系 レクリエーション・観光 ライフライン その他 

 
 
 

道 路 橋 梁 その他道路資産 下 水 道 都市公園 

 

国 インフラ長寿命化基本計画  
町田市基本構想・基本計画 

「まちだ未来づくりビジョン２０４０」 
 

      

 町田市公共施設等総合管理計画（基本計画）   

      

町田市公共施設再編計画 

 
 

個別施設計画   

   

 
町田市 

5 ヵ年計画 
 

   

  
その他の 

関連計画 

 

整 合 

整 合 

連 携 ・ 整 合 

公共施設・都市インフラ施設の管理に 
関する方針等を示す基本計画として改定 

公共施設等総合管理計画の方針を 
受け取組を具体化する計画として整理 

公共施設の管理に関する取組のうち 
特に再編・見直しの取組等をまとめた 

実行計画として改定 

    

再
編
の
取
組 

2027 年度～2036 年度の主な取組（想定） 

 

にぎわい創出 

ゆとりある屋外スペース 

へのニーズ 

体験 

集客 

オープンスペース 
シンボル ウォーカブルな 

まちづくり 

多摩都市モノレール 

の延伸 
交流 

公共施設の 
役割の変化 

活性化 
地域コミュニティの 

拠点 

開放的 

新たな価値
DX の推進による 
サービスデザイン 

の変革 

気軽 

多世代 地域活用型学校 公共施設・都市インフラ施設 
の老朽化 

安心・安全 

つながる 

持続可能

身近 

地域コミュニティの 
あり方の変化 

町
田
市
公
共
施
設
再
編
計
画 

図：計画の体系 

資料４ 

現行計画において示している基本方針・実施方針をベースと
して、ＤＸの推進によるサービスデザインの変革や公共施設
の役割の変化などを踏まえた「目指す姿」を受け更新。 

公共施設等総合管理計画（18 分類）と公共施設再
編計画（26 分類）で差異のあった施設分類を、機

能・サービスの視点で整理して統一。 

基本方針、実施方針 
をまとめて「基本方針」に整理 

町
田
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（基
本
計
画
） 

シェア 

重大事故の 

未然防止 

経営的視点 

ＤＸの推進によるサービスデザインの変革や、ライフスタイル、
地域コミュニティのあり方、人口・財政・経済情勢等の変化、ま
ちづくりの動向等を踏まえ、「新たな価値」と「持続可能」を軸に
目指す姿を示す。 

まちのづくりの動向 

多様なまち 
の魅力 

開発機運 

の高まり 

コロナ禍を契機 
としたライフスタイル 

の変化 

テクノロジーの 
目覚ましい進化 

ＡＩ、 

ロボット 

オンライン化 

キャッシュレス化 

テレワーク 

ＡＢＷ 人口・財政、 
経済情勢等の変化 

財政構造 
の硬直化 

人口減少局面 

建設工事費の 

の物価高騰 

メタバース 

憩う 

再生・再構築 

小さなコミュニティ 

学校をはじめとした 

公共施設の更新 

下水道等の 

インフラ老朽化 
公共施設等総合管理計画と公共施設再編計画の 

両計画に示していた目指す姿を統合 

各個別施設計画において具体化してい
る取組の方向性や、埼玉県八潮市での
下水道管の破損が原因と考えられる道
路陥没事故の発生等を受け、老朽化に
伴う重大事故の未然防止や管理費用

の平準化に向けて具体化し更新 

あり方検討段階 
例：機能見直し、適正規模・適正配置の検討 

事業発案・事業化検討段階 
例：構想、基本計画の策定 

事業実施段階 
例：設計、整備工事、見直し策の実行 

   

 

(仮称)子ども・子育てサポート等複合施設の整備 

(仮称)国際工芸美術館の整備 

総合体育館の更新 

 
新たな学校づくり推進計画に基づく小・中学校の建替え・リニューアル 

学校跡地、せりがや会館用地、消防署跡地等の活用 

まちづくりと連動した効果的な文芸ホール機能の提供と市民ホールの更新の検討 

        薬師池公園四季彩の杜の魅力向上と民間活力導入 

短期再編プログラム（～2026 年度）の取
組状況等を踏まえ、5 ヵ年計画と連動し
た再編取組を掲げる。 
主に拠点エリアの公共施設の更新等に
併せた新たな価値創出と小・中学校の
再編が大きなウェイトを占めると想定。 

まちづくりと連動した原町田一丁目駐車場の更新 

機能・サービスの見直しや、適正規模・適正配置に向けた検討等のありかた検
討段階から取組に掲げ進捗管理。 
事業実施段階では、再編（複合化・多機能化、施設廃止等）を伴わない計画改修
等を除く取組について進捗管理していく。 

※ 上記取組は現時点で想定される主な取組を例示したもので、今後の検討状況等によって変更等が生じる場合があります。 

別紙１ 


